
愛媛県ノーリフティングケア
普及啓発モデル事業報告

社会福祉法人 西予総合福祉会
特別養護老人ホーム あけはま荘

ノーリフティングケア委員会



特別養護老人ホームあけはま荘
【設立】 昭和51年4月（公営）

平成21年4月民営化し西予総合福祉会運営開始
所在地 西予市 明浜町
入所定員
ショートステイ

85床
5床

内訳

多床室（4人） 20室
多床室（3人） 1室
多床室（2人） 1室
個室6室
（ショートステイ5名 空床利用含む）

平均介護度 4.7

※ 発表内は敬称を控え「利用者」表記とします。



ノーリフティングケアに応募した理由
（あけはま荘の課題）

 腰痛や身体的負担を訴える職員の増加。
 力任せの介護による利用者負担（心身両面）発生の気づき。
 「二人介助」の追放。
 福祉用具を使用しない風土の改善。
 施設内における業務改善体質の確立。（現状満足の打破）
 福祉用具への理解度アップ。
 利用者に適した福祉用具選択の知識取得のため。等々…



まず取り組む前に行ったこと！

 ノーリフティング委員会の立ち上げ（今年度より）
 実施前説明会への参加（岩本・井上）

 導入前アンケ―ト・要介護者別リスク見積もり・優先度
チェックリスト等の作成

 毎月の荘内ノーリフティングケア委員会の実施（取り組み計
画の策定）



導入前アンケート①

～あけはま荘職員の現状～

34％

46％

性別

男性
女性

2％
17％

26％

20％

20％

15％

年齢

10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上



導入前アンケート②

76％

24％

腰痛はありますか？

はい いいえ

48％
48％

4％

力任せ（持ち上げ・引きずり）

の介護になっていますか？

ほとんどがそう 一部あり ほとんどない



要介護者別リスク見積もり

利用者個別のリスク見積りは各利用者ごと担当職員が受持つため、誰もが判断しやすい内容のチェックリスト
を準備した。



取り組み計画の策定
№ 課題 長期目標 期間 短期目標 期間 具体的内容

１

職員のノーリフティングケ
アに対する意識を高めたい。

全職員がノーリフティン
グケアをスタンダードな
ものにする。

6か月

全職員がノーリフティングケア
のメリットを知る。

1か月

1 勉強会の開催
①議題：ノーリフティングケアとは
R3.7.27 19：00～20：00

2 法人内ノーリフティングケア推進会議への参加
毎月 第4木曜日

3 荘内ノーリフティングケア推進会議の開催・水平展開
毎月開催

4 各ユニット会での執着状況把握
毎月開催

２

心身ともに健康な状態で仕
事に取り組みたい。

全職員が心も体も健康な
状態で仕事ができる。

6か月

仕事の負担を減らすことができ
る。

2か月

1 アンケート実施し腰痛の状況把握

2 福祉用具を購入・使用する
双方にとって安心で安全、適切な介護ができる

3 ノーリフティングケア中間発表（執着状況）・意見交換会の
実施

9月～10月 全職員対象

３

安全な移乗介助方法がわか
らない。

双方にとって安心で安全
な移乗介助ができる。

6か月

福祉用具の使用方法や使用手順
が明確にわかる。

2か月

1 スライディングボード・スライディングシート・スピラデュ
使用時について個々に応じた手順書を作成しファイリング
する。

2 ノーリフティング宣言ポスターの掲示をし、職員個々の意識
を高める。

3 動きやすい服装・身体の使い方を記したパンフレット作製



取り組み①-①
あけはま荘 ノーリフティングケア
勉強会の開催 （R3.7.27 19：00～20：00）

なぜ今ノーリフティングケアが必要であるのか？
ノーリフティングケアに取り組むうえでどのようなメリットがあるのか？
など、職員の意識を統一する事を目標とし、全職員を対象に勉強会を
実施しました。



取り組み①-②
法人内ノーリフティングケア委員会
“ノーリフトLABO”への参加

 今年度より法人内老人事業部に立ち上げた委員会で参加者は特養3施設の有志。
施設毎の進捗状況や問題点を発表・相談しあうことで刺激を起こし
ノーリフティングケアの早期定着を目的に設置した寄合い。



取り組み①-③
あけはま荘ノーリフティングケア委員会の開催
（毎月開催）

ノーリフティングケアを行ううえで、各ユニットの進捗状況や新たな問題点を話し合う。



研修会の様子



福祉用具導入に向けてデモ機のレンタル

メーカーさんから
床走行式リフト
操作説明の様子

メーカーさんから
スカイリフト
操作説明の様子



取り組み②-①
福祉用具の導入 フレックスボードを使用しての

利用者様毎の移乗マニュアル手順書です



取り組み②-①
福祉用具の導入

操作する職員が困らないように操作方法を分かり易く
明記したものをリフトに張り付けています。

デモ機で介護者・利用者双方の利益を実感し
導入（リース）に繋げました。



取り組み②-①
福祉用具の導入 イージーグライドを使用しての

利用者様毎の移乗マニュアル手順書です



取り組み②-①
福祉用具導入一覧 ★←補助金で購入したもの

ラクラックス（入浴用） リフト（3台） ★フレックスボード（1枚） スピラドゥ

★スリングシート（2枚） ★移座えもんシート(12枚） ★クッション類 ★床ずれナース（7枚）

★イージーグライド（1枚） ★ポジショニングシーツ ターンテーブル

今年度は積極的に福祉用具導入に取り組み
ました。その作業では、補助金の有効活用にも
気を配り、「本当に必要な物は何か」アドバイ
スをいただきながら発注は3回に分けました。



取り組み②-②
職員の意識調査中間アンケート実施

ノーリフティングケア導入に関するアンケート Ω新館 ❖ しんじゅ △ちりめん

平素より、ノーリフティングケア導入に向けご協力いただき、誠に有難うございます。
ご多忙とは存じますが、アンケートにご協力をお願いいたします。

    氏名           
❖ 『愛媛県ノーリフティングケア普及啓発モデル事業』に参加以降（令和 3 年 11 月現在）

1 導入の意味を理解できた。
□ 理解できた

□ ほとんど理解できない   

□ まあまあ理解した

□ 理解できない

2 導入には前向きだ。やってみたい。
□ 絶対に必要だ

□ あまりやりたくない     

□ やってみたい

□ やりたくない

3 6 月以降、何らかの福祉用具を使用した。 □ 使用した □ 使用していない

3-1
何の福祉用具を使用しましたか？

※複数回答可

□ 移座えもんシート ｓ □ スピラドゥ

□ ターンテーブル   □ フレックスボード

□ リフト（デモ機）

3-2 使用の頻度は？
□ 必要な場面では殆ど

□ 週に （       ）回

□ 日に （       ）回

□ 全く使用していない

4 介助時、ベッドの高さ調整をしていますか。
□ その都度、している

□ ほどんどしていない。

□ まあまあしている。

□ 全くしていない

5

腰や身体の負担が大きい場面は？

※複数回答可

※具体的な意見がある方は問 9 に記入し

て下さい。

□ 移乗介助（車椅子⇔ベッド）

□ トイレ誘導（車椅子⇔トイレ）

□ 入浴介助（シャワーチェア、ストレッチャー移乗）

□ 排泄介助（ベッド上での交換）

□ その他 （                            ）

6
福祉用具を利用するようになって、身体が

楽になりましたか？

□ はい       □ どちらかといえばそうだ

□ いいえ      □ そうでもない

7

使用したい・導入してほしい福祉用具が、

ありますか？

その福祉用具を教えてください。

8
福祉用具を使用する際の不安やデメリット

等があれば教えてください。

9

問１，問２で、「（ほとんど）理解できない」

「（あまり）やりたくない」と答えられた方

は、その理由を教えてください。

10

【自由意見】

上記以外の事など、導入についての意見や

感想があれば、ご記入ください。

・勉強会の開催、施設見学希望など

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。       ノーリフティングケア推進委員会

ノーリフティングケア委員とユニット主任が協同し、現場職員の忌憚のない意見を
導き出し、施設の実情をまとめることができました！！



取り組み③-①
利用者様毎の移乗マニュアル手順書

個別に移乗マニュアルを作成し、統一したケアができるよう取り組みました。



取り組み③-②

各ユニット目標（毎月更新） ポスターの掲示

毎月ノーリフティングケア委員会開催時に各ユニット代表者が、今の進捗状況をも
とに今後のノーリフティングケアの推進目標を定め「見える化」することで職員の
意識向上に繋げました。



取り組み③-③
居室の環境整備

以前はリフトを使用する際に、ベッド間のスペースがあまりなく使用が困難でしたが、レイ
アウトを変更する事でリフトの使用がスムーズになりました。

変更前

変更後



導入後のアンケート①

53％

22％

25％

いま現在、腰痛はありますか？

なし なし（導入前には腰痛歴あり） あり

複数回答あり



導入後のアンケート②

1人

3人

22人

18人

0 5 10 15 20 25

全く軽減しなかった

ほとんど軽減しなかった

やや軽減した

軽減した

身体的負担は軽減しましたか？



導入後のアンケート③

0人

0人

44人

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

全く使わない

あまり使わない

よく使う

導入した福祉用具・機器の利用状況

全く使わない あまり使わない よく使う



ノーリフティングケアに取り組んでの意
見。（独自アンケート）
 身体的負担は軽減した。

 取り組み始めて、コルセットは付けていない。

 腰痛が改善した。

 痛い部分はあるが、新しい部位の痛みが起こらなくなった。

 移乗等負担に感じる事が少なくなった。

 福祉用具も増えて前向きに取り組めるようになった。

介助時に、ご利用者様の表情が柔らかくなった。

 リフトやボード等を使用する際、利用者に言葉かけをする場面・利用者に触れ
る場面が増えてきている。

 家に帰ってから感じていた疲労が格段に減った。



これからの課題
 ノーリフティングケアに対して、職員の知識がまだまだ足りていない
部分がある。

 研修等を行って、理解を深める事が必要。
 個々の利用者に合わせたケアができるよう、協力し合って考えていく
事が必要。

 より良いノーリフティングケアができるように、仕事の流れ（業務改
善）を検討していく事が必要だと思う。

 福祉用具を適切に使用できるように設備環境を整えていく事が必要。
 今後も現場の意見を汲みながら必要な福祉用具を揃えていってほしい。



これからが大事！！
現状に満足する事なく、これ
からもあけはま荘は走り続け
ます！
ご清聴ありがとうございまし
た。M(__)M


